
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
は
第
５
波
の
様

相
で
す
。
専
門
家
の
意
見
や
国
民
声
に

耳
を
傾
け
ず
、
五
輪
開
催
を
強
行
し
た

政
府
の
責
任
は
重
大
で
す
。

お
祭
り
騒
ぎ
の
よ
う
な
五
輪
の
陰
で
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
立
つ
労
働
者
や
中

小
業
者
ら
が
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
ま

す
。
医
療
機
関
は
ひ
っ
迫
し
、
命
の
危

機
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

「
五
輪
よ
り
命
を
守
れ
」
「
今
か
ら

で
も
中
止
を
」
の
声
は
五
輪
開
催
中
も

止
ま
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
１
月
当
初
か
ら
「
五
輪

は
中
止
し
コ
ロ
ナ
対
策
最
優
先
を
」
と

奮
闘
し
、
５
月
に
は
４
０
０
０
筆
を
超

え
る
緊
急
署
名
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
命
と
暮
ら
し
最
優
先
の
対

策
を
求
め
て
参
り
ま
す
。

６
月
県
定
例
議
会
は
７
月
２
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
補
正
予
算
を
含
む
24

議
案
、
報
告
21
件
が
上
程
さ
れ
、
日
本

共
産
党
は
こ
の
う
ち
「
保
健
所
設
置
条

例
の
一
部
改
正
」
「
新
広
域
道
路
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
」
「
新
広
域
道
路
交
通
計
画
」

の
３
議
案
に
反
対
し
、
今
井
光
子
議
員

が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
（
他
会
派

は
討
論
な
く
全
議
案
に
賛
成
）
。
残
り

の
議
案
に
は
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
保
健

所
は
廃
止
で
は
な
く
充
実

を
奈
良
県
保
健
所
設
置
条
例
の
一
部
改

正
は
、
内
吉
野
保
健
所
を
廃
止
し
吉
野

保
健
所
と
統
合
す
る
も
の
で
す
が
、
新

た
な
吉
野
保
健
所
は
県
全
体
の
約
64
％

と
い
う
広
大
な
地
域
を
管
轄
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

保
健
所
は
憲
法
25
条
が
国
に
義
務
付

け
た
「
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
」

を
担
う
機
関
で
す
。
過
疎
地
域
の
自
治

体
が
、
新
業
務
の
追
加
や
専
門
職
員
の

不
足
で
対
応
に
苦
し
む
中
、
県
保
健
所

は
自
治
体
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
る
新
し
い
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
も

求
め
ら
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
重
要
な

役
割
を
果
た
す
保
健
所
は
、
充
実
こ
そ

す
れ
減
ら
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
リ
ニ
ア
」
「
高
速
・
高

規
格
道
路
」
優
先
で
は
な

く
、
身
近
な
生
活
道
路
の

充
実
を

「
新
広
域
道
路
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」

「
新
広
域
道
路
交
通
計
画
」
は
、
人
口

減
少
社
会
で
県
人
口
は
既
に
１
３
１
万

人
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
県
人
口
１

４
０
万
人
デ
ー
タ
ー
を
基
本
に
考
え
た

「
30
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
な
っ
て
お

り
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
と
高
速
道
路
・
高

規
格
道
路
整
備
を
中
心
と
し
た
内
容
で

す
。県

内
で
は
身
近
な
生
活
道
路
の
充
実

を
求
め
る
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
災
害
の
多
い
地
域
を
縦
断
す
る

国
道
１
６
８
号
線
１
６
９
号
線
は
住
民

に
と
っ
て
「
命
の
道
」
で
す
が
、
が
け

崩
れ
な
ど
よ
る
通
行
規
制
は
昨
年
１
６

８
号
線
で
55
回
、
１
６
９
号
線
で
１
３

０
回
も
あ
り
、
安
全
対
策
が
急
務
で
す
。

ま
た
地
球
温
暖
化
に
抗
す
る
脱
炭
素

社
会
な
ど
コ
ロ
ナ
後
の
社
会
を
考
え
る

と
、
早
く
遠
く
に
行
く
道
路
よ
り
も
地

球
環
境
に
や
さ
し
く
安
全
な
生
活
を
楽

し
む
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
を

有
す
る
大
型
広
域
防
災
拠
点
施
設
は
大

量
の
土
砂
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
そ
の

見
通
し
も
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。
土
盛
り

は
大
雨
な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険

が
大
き
く
、
反
対
し
ま
す
。

２０２１年８月 日本共産党奈良県議会だより （１）
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

第
５
波

命
と
暮
ら
し
最
優
先
の
対
策
を

〇東京オリンピック・パラリンピックは中止し、命
を守ることを最優先に！

〇ワクチンの安全・迅速な接種をすすめること！
〇コロナ封じ込めの大規模な検査を実施すること！
〇中小業者が事業を継続できる十分な補償！
〇医療機関への減収補てんに踏み切り、病床確保す
るためあらゆる手立てをとること！

米軍や自衛隊施設、

海上保安庁の施設な

どの周囲１㌔では土

地の所有者・利用者

らを調査でき、施設

の「機能を阻害する

行為」があれば土地

利用の中止を勧告・

命令できます。命令

に応じない場合、刑

事罰（最大で２年以下の懲役または２００万円以下の

罰金）を科すことができます。

地域内の土地の利用状況についての情報を集めるこ

とができて、かつ住民の個人情報、思想が調査できる

とされています。

自衛隊の施設があっても、この地に住んでいるとい

うだけで、住民のあらゆる情報が収集され、監視され

る法律「土地利用規制法」は、憲法の平和主義に反し

ています。基本的人権やプライバシー権を骨抜きにす

る同法は、廃止しかありません。

自
衛
隊
重
要
施
設
の
周
辺
１
㌔
範
囲
（
地
図
中
網
の
地
域
）
の
す
べ
て
の
市
民
を
調
査
・
監
視
す
る

土
地
利
用
規
制
法
は
廃
止
を

反
対
討
論
に
た
つ
今
井
光
子
議
員

五
輪
中
止
を
政
府
に
求
め
る
こ
と
な
ど
緊
急
署
名
を
提
出

６月定例県議会

今
井
光
子
議
員
が
討
論

自
民
・
公
明
・
維
新

が
国
会
で
採
決
強
行



山
村
幸
穂
議
員
が
代
表
質
問
に
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
抑
止

対
策
に
つ
い
て
荒
井
知
事
に
質
問
。
五
輪

中
止
を
政
府
に
要
請
す
る
よ
う
求
め
る
と

と
も
に
、
奈
良
県
が
「
大
阪
由
来
の
感
染

者
が
６
割
を
占
め
、
鉄
道
沿
線
に
集
中
し

て
い
る
」
と
分
析
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

第
５
波
の
感
染
拡
大
を
抑
え
込
む
た
め
に
、

大
阪
へ
の
通
勤
、
通
学
者
の
希
望
者
に
は

無
料
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
う
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
、
主
要
駅
で
検
査
キ
ッ
ト
を
配
布
・

回
収
す
る
な
ど
効
果
的
な
対
策
が
必
要
だ

と
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
山
村
議
員
は
広

島
県
な
ど
が
実
施
し
て
感
染
拡
大
抑
止
の

効
果
を
上
げ
て
い
る
大
規
模
検
査
の
実
施

を
求
め
ま
し
た
。

荒
井
知
事
は
「
検
査
だ
け
で
は
万
全
で

は
な
い
。
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
は
お
そ

ら
く
マ
ス
ク
が
一
番
大
事
」
な
ど
と
述
べ
、

疫
学
的
な
大
規
模
検
査
の
実
施
に
消
極
的

な
態
度
に
終
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
山
村
議
員
は
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
「
生
理
の
貧
困
」
解
決
に
つ
い
て
、

生
理
用
品
の
無
償
配
布
を
一
過
性
に
し
な

い
た
め
の
支
援
と
と
も
に
、
女
性
の
生
理
、

健
康
に
つ
い
て
の
正
し
い
教
育
、
社
会
全

体
の
理
解
を
う
な
が
す
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
吉
田
教
育
長
は
性
教
育
や
生
理
に
関

し
て
の
学
習
が
現
場
任
せ
に
な
っ
て
い
る

現
状
を
改
善
し
た
い
と
答
え
ま
し
た
。

山
村
議
員
は
こ
の
ほ
か
、
県
域
水
道
一

体
化
計
画
や
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

太
田
敦
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
平

群
町
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
（
大
規
模
太
陽
光

発
電
施
設
）
開
発
を
追
及
し
ま
し
た
。

太
田
議
員
は
、
今
年
４
月
に
平
群
町
長

が
県
知
事
に
対
し
、
業
者
が
行
っ
た
安
全

対
策
施
設
の
計
画
変
更
に
つ
い
て
周
辺
住

民
へ
の
説
明
と
理
解
を
得
る
よ
う
事
業
者

へ
の
指
導
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
問
い
ま
し
た
。

県
水
循
環
・
森
林
・
景
観
環
境
部
長
は

「
昨
年
９
月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
の
間
に

開
催
し
た
」
と
答
弁
し
た
た
め
、
太
田
県

議
は
「
平
群
町
長
の
求
め
に
応
じ
、
計
画

変
更
に
伴
う
説
明
会
を
実
施
す
べ
き
」
と

繰
り
返
し
追
及
。
し
か
し
、
部
長
は
同
じ

答
弁
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
が
数
値
を
偽
装
し
た
申

請
書
類
を
提
出
し
、
県
が
そ
の
ま
ま
開
発

を
認
め
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
部
長
は

「
森
林
法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
〝
偽
り
そ

の
他
不
正
な
手
段
〟
に
よ
り
許
可
を
受
け

て
開
発
行
為
を
し
た
も
の
に
あ
た
る
」
と

し
て
調
査
中
で
、
工
事
停
止
な
ど
の
指
示

を
し
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

太
田
議
員
は
「
明
ら
か
な
偽
装
で
、
人

命
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
だ
」
と
厳
し

く
指
摘
し
、
緊
急
の
防
災
対
策
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

太
田
議
員
は
こ
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
を

受
け
て
の
奈
良
県
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
や
、
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
、
大
和
川

流
域
の
総
合
治
水
対
策
な
ど
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

２０２１年８月 日本共産党奈良県議会だより （２）

沖縄戦戦没者の遺骨が眠る土砂を
基地建設の埋め立てに使うな

－沖縄県に次いで全国２番目の採択

同地の戦没者には奈良県出身者５９１人も

議会最終日「沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の埋め

立て等に使用しないよう求める意見書」が決議されました。沖縄県に次ぎ

全国２番目の採択であり、マスコミにも注目されています。

沖縄では１９４５年、沖縄戦で２０万人の尊い命が犠牲になりました。

特に糸満市など沖縄県南部の一帯には、奈良県出身者５９１人の戦没者を

はじめ、多くの戦争犠牲者が眠っています。

同地には「鎮魂の塔」が建立されていますが、そのすぐそばには奈良県

民が建立した「大和の塔」（１９６７年１１月建立）もあり、毎年おこな

う戦没者慰霊の集いには県議会議員も党派を超えて参加しています。

ところが、政府（防衛省・沖縄防衛局）は、この沖縄戦跡国定公園を含

む糸満市、八重瀬町の山野の土砂を採掘して、辺野古の基地建設の埋め立

てに使用する計画を発表しました。遺骨収集もすすんでいない同地の、戦

没者の遺骨を含む土砂を新基地建設の埋め立てに使用することは、犠牲者

の人々の尊厳を冒涜し、「物言わぬ」戦没者を２度殺すような、人道に反

する行為です。

意見書は、遺族の方々や国民の悲嘆は計り知れず、絶対に許すことはで

きないとし、１、沖縄戦戦没者の遺骨等を含む地域の土砂を基地建設の埋

め立て等に使用する計画の中止を国に求める、２、遺骨の収集は国の責任

で早期に行う、よう求めています。

「生理の貧困への支援を」
日本共産党提案の意見書が採択

６月議会では上記の意見書を含め、

５つの意見書が採択されました。

日本共産党は「コロナ禍における”

生理の貧困”への支援を求める意見書」

を、小林照代議員が提案しました。

意見書では、①生理用品が必要だが

購入できない人などに身近な公共施設

で受け取りやすい体制を整備するとと

もに、学校や公共施設のトイレ等へ設

置すること、②養護教諭らに、日常的

に生理をはじめ心や体の悩みを気兼ね

なく相談できる環境を整備するよう求

めています。

奈良県議会が画期的な意見書を採択しました

意見書を提案する小林照代議員

＊請願者による趣旨説明ができる県議会に

五
條
市
に
計
画
さ
れ
て
い

る
２
０
０
０
㍍
滑
走
路
を
含

む
大
規
模
防
災
拠
点
施
設
建

設
計
画
地
を
現
地
調
査
。
右

端
に
見
え
る
地
域
に
水
道
水

を
送
る
給
水
塔
も
、
存
続
す

る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。

京
奈
和
道
路
大
和
北
道
路

ト
ン
ネ
ル
区
間
に
つ
い
て

大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
計
画

の
リ
ス
ク
調
査
実
施
を

昨
年
10
月
、
東
京
都
の
住
宅
地
で
高

速
道
路
「
東
京
外
環
状
道
路
」
道
幅
16

㍍
の
ト
ン
ネ
ル
２
本
を
地
下
40
㍍
の
大

深
度
に
シ
ー
ル
ド
工
法
で
建
設
中
の
と

こ
ろ
、
地
表
の
生
活
道
路
が
大
規
模
に

陥
没
す
る
事
故
が
発
生
。
工
事
と
の
因

果
関
係
を
認
め
、
工
事
は
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道
も
こ
れ
と
同
様
の

シ
ー
ル
ド
工
法
で
大
深
度
に
２
本
の
ト

ン
ネ
ル
道
路
が
建
設
さ
れ
る
計
画
で
す
。

そ
も
そ
も
、
巨
額
の
工
事
費
が
か
か

り
、
わ
ざ
わ
ざ
ト
ン
ネ
ル
で
世
界
遺
産

の
平
城
宮
地
下
木
簡
を
破
壊
す
る
恐
れ

の
あ
る
道
路
は
、
今
後
の
人
口
減
少
の

も
と
必
要
性
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

大
深
度
地
下
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
安
全

神
話
が
壊
れ
、
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ

た
中
で
、
工
事
は
中
止
す
べ
き
で
す
。

山
村
議
員
は
、
県
民
の
安
全
を
守
る

た
め
に
も
、
国
に
対
し
て
リ
ス
ク
を
十

分
調
査
、
把
握
し
て
情
報
公
開
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
知
事

は
、
国
土
交
通
省
と
ネ
ク
ス
コ
で
安
全

に
工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
と
考

え
て
い
る
。
情
報
収
集
に
つ
と
め
、
住

民
へ
の
説
明
に
協
力
し
た
い
と
答
弁
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
中
止
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
優
先
を

虚
偽
申
請
の
平
群
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
開
発
を
追
及

代表質問にたつ山村幸穂議員


